
(57)【要約】

【課題】上向燃焼による凝縮潜熱回収コンデンシングガ

スボイラーを提供する。

【解決手段】燃焼室（４３）と垂直方向に同一面積内に

潜熱熱交換器（４８）が配置されるようにし、潜熱部（

４９）内に排ガスが背面の一カ所に集まった後前記潜熱

熱交換器（４８）を通過できるように排ガス案内部材を

設け、潜熱熱交換器（４８）を傾斜設置して最適の条件

で潜熱熱交換器（４８）に凝縮潜熱の再吸収が引き起こ

せるようにすることで、製品の高効率、軽量化及びコン

パクト化を実現できる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 焼 室 （ ４ ３ ） の 下 部 に 設 け ら れ 熱 を 供 給 す る バ ー ナ ー （ ４ ０ ） と 、 前 記 バ ー ナ ー （ ４ ０
） で 発 生 す る 熱 を 吸 収 す る 顕 熱 熱 交 換 器 （ ４ ５ ） が 備 え ら れ た 顕 熱 部 （ ４ ６ ） と 、 前 記 顕
熱 部 （ ４ ６ ） を 通 過 し た 排 ガ ス の 熱 を 吸 収 す る 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） が 備 え ら れ た 潜 熱 部
（ ４ ９ ） と か ら 構 成 さ れ た 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー に お い て 、
前 記 燃 焼 室 （ ４ ３ ） と 一 体 型 に な る 顕 熱 部 （ ４ ６ ） の 上 部 に 潜 熱 部 （ ４ ９ ） が 垂 直 方 向 に
積 層 さ れ て 一 体 化 さ れ 、 前 記 潜 熱 部 （ ４ ９ ） 内 に 排 ガ ス が 背 面 の 一 カ 所 に 集 ま っ た う え で
前 面 に 流 動 す る よ う に す る 排 ガ ス 案 内 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 排 ガ ス が 背 面 か ら 前 面 に 流 動
す る 流 路 上 に 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） が 備 え ら れ 、 前 記 潜 熱 部 （ ４ ９ ） の 上 端 に 排 ガ ス を 外
部 に 排 出 す る 排 気 口 （ ５ ３ ） が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収
コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 排 ガ ス 案 内 部 材 は 潜 熱 部 （ ４ ９ ） の 前 面 下 端 か ら 背 面 上 端 に 折 り 曲 げ ら れ た 形 状 を 有
し て 連 結 さ れ 排 ガ ス を 潜 熱 部 （ ４ ９ ） の 背 面 の 上 端 に 集 め ら れ る よ う 案 内 す る 下 部 案 内 板
（ ５ ６ ） と 、 潜 熱 部 （ ４ ９ ） の 背 面 上 端 か ら 前 面 下 端 に 折 り 曲 げ ら れ た 形 状 を 有 し て 連 結
さ れ 排 ガ ス を 前 面 下 端 に 案 内 す る 上 部 案 内 板 （ ５ ４ ） と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 排 気 口 （ ５ ３ ） は 、 前 記 潜 熱 部 （ ４ ９ ） に 一 体 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） の パ イ プ の う ち 任 意 の 一 つ は 暖 房 水 流 入 管 （ ７ ２ ） と 連 結 さ れ
、 他 の 一 つ は 顕 熱 熱 交 換 器 （ ４ ５ ） に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 上 向
燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） は 、 伝 熱 面 積 を 最 大 に す る た め 傾 け て 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 下 部 案 内 板 （ ５ ６ ） の 上 側 面 の 一 側 に 凝 縮 水 を 凝 縮 水 排 出 管 （ ７ ０ ） に 排 出 す る 凝 縮
水 排 出 口 （ ６ ０ ） が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜
熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） は 、 多 重 構 造 及 び 多 重 配 列 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） は 、 腐 食 防 止 の た め に 内 部 は 銅 材 質 の パ イ プ を 使 用 し 、 外 部 は
ア ル ミ ニ ウ ム 材 質 の パ イ プ を 転 造 加 工 し て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 上
向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 顕 熱 熱 交 換 器 （ ４ ５ ） は 、 銅 材 質 の パ イ プ を 転 造 加 工 し て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 顕 熱 熱 交 換 器 （ ４ ５ ） は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 質 の パ イ プ を 転 造 加 工 し て 使 用 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 潜 熱 熱 交 換 器 （ ４ ８ ） 及 び 排 ガ ス 案 内 部 材 は 、 熱 損 失 を 防 ぐ た め に そ の 内 部 に 空 気 層
を 有 す る 二 重 構 造 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回
収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー に 係 り 、 さ ら に 詳 し く
は 燃 焼 室 と 垂 直 方 向 に 同 一 面 積 内 に 潜 熱 熱 交 換 器 を 配 置 さ せ 、 潜 熱 部 内 に 排 ガ ス が 背 面 の
一 カ 所 に 集 ま っ た う え で 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 を 通 過 で き る よ う 排 ガ ス 案 内 部 材 を 設 け 、 潜 熱
熱 交 換 器 を 傾 け て 設 置 し て 最 適 の 条 件 下 で 潜 熱 熱 交 換 器 に 凝 縮 潜 熱 の 再 吸 収 が な さ れ 得 る
よ う に す る こ と に よ り 、 製 品 の 高 効 率 、 軽 量 化 及 び コ ン パ ク ト 化 の 実 現 が 可 能 な 上 向 燃 焼
に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に ガ ス ボ イ ラ ー は ガ ス を 燃 料 に し 、 前 記 ガ ス を 燃 焼 さ せ る 時 に 発 生 す る 燃 焼 熱 を 用 い
て 水 を 加 熱 し 、 加 熱 さ れ て 蓄 熱 さ れ た 水 を 強 制 的 に 循 環 さ せ る 循 環 ポ ン プ に よ り 室 内 に 設
け ら れ て い る 暖 房 配 管 に 循 環 さ せ て 室 内 を 暖 房 す る よ う に な り 、 ま た 暖 ま っ た 水 を お 風 呂
と 台 所 な ど に 温 水 と し て 供 給 す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な ガ ス ボ イ ラ ー の う ち コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー は 燃 焼 熱 を 用 い て 直 接 暖 房 水
を 加 熱 す る と と も に 、 排 ガ ス 中 に 含 ま れ て い る 水 蒸 気 の 凝 縮 潜 熱 を 再 度 吸 収 し て 熱 効 率 を
極 大 化 さ せ た ボ イ ラ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ は 従 来 の 下 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー を 概 略 的 に 示 す 構 成 図 で あ り 、 図 ２
は 従 来 の 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー を 概 略 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま ず 、 図 １ に 示 し た よ う に 従 来 の 下 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー は 送 風 フ ァ ン １
２ に よ り 所 定 量 の 空 気 と ガ ス が バ ー ナ ー １ ３ に 供 給 さ れ る こ と に よ り 火 炎 １ ４ が 発 生 し 、
前 記 火 炎 １ ４ の 熱 が 熱 交 換 器 １ ５ に 伝 え ら れ て 熱 交 換 を 引 き 起 こ す こ と に よ り 内 部 管 路 を
流 れ る 低 温 水 を 高 温 水 に 変 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 熱 に 直 接 に 露 出 さ れ な い 熱 交 換 器 １ ５ は 高 温 の 排 ガ ス と 接 触 す る こ と に よ り 熱 交 換
が な さ れ る が 、 前 記 排 ガ ス の 熱 放 出 に よ り 発 生 す る 凝 縮 水 は 排 水 管 １ ６ を 介 し て 外 部 に 排
出 さ れ 、 熱 交 換 を 通 し て 露 点 温 度 以 下 に 下 が っ た 排 ガ ス は 排 気 ダ ク ト １ ７ を 介 し て 外 部 に
排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 前 述 し た 下 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー は 排 気 ダ ク ト １ ７ が ボ イ ラ ー の
内 部 体 積 を 過 渡 に 占 め る こ と に よ っ て 軽 量 化 及 び コ ン パ ク ト 化 が 困 難 で あ り 、 排 気 負 荷 が
過 重 な た め 送 風 フ ァ ン １ ２ の 負 荷 が 大 き く な る 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ に 示 し た 通 り 、 従 来 の 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー は 送 風 フ ァ ン １ ２ に よ
り 所 定 量 の 空 気 と ガ ス が バ ー ナ ー １ ３ に 供 給 さ れ る こ と に よ り 火 炎 １ ４ が 発 生 し 、 前 記 火
炎 １ ４ の 熱 が 主 熱 交 換 器 ２ ２ に 伝 え ら れ て 主 熱 交 換 器 ２ ２ の 内 部 管 路 を 流 れ る 暖 房 水 を 高
温 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 排 ガ ス が 排 気 ダ ク ト １ ７ の 流 路 上 に 設 け ら れ た 補 助 熱 交 換 器 ２ ３ と 接 触 し て 熱 交 換
さ れ る こ と に よ り 、 補 助 熱 交 換 器 ２ ３ の 内 部 を 流 れ る 暖 房 水 を 一 次 的 に 暖 め る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 述 し た 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー は 、 主 熱 交 換 器 ２ ２ と 補 助 熱 交 換 器 ２ ３
と の 間 に 排 ガ ス が 特 別 な 働 き を す る こ と な く 熱 を 放 出 す る 領 域 で あ る デ ッ ド ゾ ー ン （ Ｄ ｅ
ａ ｄ 　 Ｚ ｏ ｎ ｅ ） を 形 成 す る こ と に よ り 熱 効 率 が 劣 化 す る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 排 気 ダ ク ト １ ７ の 流 路 を 側 面 に 配 置 し て 燃 焼 室 を 巡 り 出 る 構 造 の た め 、 多 く の 排 気
抵 抗 を 受 け る よ う に な り 、 限 ら れ た 空 間 で 排 気 燃 焼 に よ る 空 間 の 制 約 を 多 大 に 受 け る こ と
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に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 前 述 し た よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 燃
焼 室 と 垂 直 方 向 に 同 一 面 積 内 に 潜 熱 熱 交 換 器 を 配 置 し 、 潜 熱 部 内 に 排 ガ ス が 背 面 の 一 カ 所
に 集 ま っ た う え で 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 を 通 過 で き る よ う に 排 ガ ス 案 内 部 材 を 設 け 、 潜 熱 熱 交
換 器 を 傾 け て 設 置 し て 最 適 の 条 件 下 で 潜 熱 熱 交 換 器 で 凝 縮 潜 熱 の 再 吸 収 が な さ れ 得 る よ う
に す る こ と に よ り 、 熱 交 換 効 率 が 向 上 し 、 製 品 の 軽 量 化 及 び コ ン パ ク ト 化 を 具 現 し 、 耐 食
性 を 確 保 で き る 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー を 提 供 す る と こ
ろ に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 は 、 燃 焼 室 の 下 部 に 設 け ら れ 熱 を 供 給 す る バ
ー ナ ー と 、 該 バ ー ナ ー か ら 発 生 す る 熱 を 吸 収 す る 顕 熱 熱 交 換 器 が 備 え ら れ た 顕 熱 部 と 、 該
顕 熱 部 を 通 過 し た 排 ガ ス の 熱 を 吸 収 す る 潜 熱 熱 交 換 器 が 備 え ら れ た 潜 熱 部 と か ら 構 成 さ れ
た 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー に お い て 、 前 記 燃 焼 室 と 一 体 型 に な る 顕 熱 部 の
上 部 に 潜 熱 部 が 垂 直 方 向 に 積 層 さ れ て 一 体 化 さ れ 、 前 記 潜 熱 部 内 に 排 ガ ス が 背 面 の 一 カ 所
に 集 ま っ た う え で 前 面 に 流 動 す る よ う に す る 排 ガ ス 案 内 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 排 ガ ス が 背
面 か ら 前 面 に 流 動 す る 流 路 上 に 潜 熱 熱 交 換 器 が 備 え ら れ 、 前 記 潜 熱 部 の 上 端 に 排 ガ ス を 外
部 に 排 出 す る 排 気 口 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン
シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 際 、 前 記 排 ガ ス 案 内 部 材 は 燃 焼 室 か ら 流 入 す る 排 ガ ス を 潜 熱 部 の 背 面 の 一 カ 所 に 集 め
ら れ る よ う に 案 内 す る 下 部 案 内 板 と 、 背 面 の 一 カ 所 に 集 ま っ た 排 ガ ス が 前 面 に 流 動 し て 排
気 口 を 介 し て 上 向 排 出 で き る よ う に す る 上 部 案 内 板 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 前 記 上 部 案 内 板 と 下 部 案 内 板 と の 間 に 設 け ら れ る 潜 熱 熱 交 換 器 は 二 重 及 び 多 重 構
造 か ら な り 、 伝 熱 面 積 を 最 大 に す る た め に 傾 け て 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 前 記 下 部 案 内 板 に は 凝 縮 水 を 凝 縮 水 排 出 管 に 排 出 す る 凝 縮 水 排 出 口 が 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 し た 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 本 実 施
例 は 本 発 明 の 権 利 範 囲 を 限 定 す る も の で は な く 、 た だ 例 示 の た め に 提 示 さ れ た も の で あ り
、 従 来 の 技 術 と 同 一 ま た は 類 似 し た 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 ま た は 類 似 し た 名 称 を 付 し て
、 そ の 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 本 発 明 に 係 る 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー の 構 成 図 で あ り 、 図 ４ は 本 発
明 に 係 る 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー の 潜 熱 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま ず 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ
ス ボ イ ラ ー は バ ー ナ ー ４ ０ が 燃 焼 し て 熱 を 発 生 さ せ る バ ー ナ ー 部 ４ １ と 、 前 記 バ ー ナ ー 部
４ １ の 上 部 に 形 成 さ れ る 燃 焼 室 ４ ３ か ら 発 生 す る 熱 を 直 接 に 熱 交 換 す る 顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５
が 備 え ら れ る 顕 熱 部 ４ ６ と 、 該 顕 熱 部 ４ ６ を 通 過 し た 排 ガ ス の 熱 を 吸 収 す る 潜 熱 熱 交 換 器
４ ８ が 備 え ら れ る 潜 熱 部 ４ ９ が 垂 直 方 向 に 積 層 さ れ て 一 体 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ の 上 端 に は 排 ガ ス を 外 部 に 排 出 す る 排 気 口 ５ ３ が 一 体 に 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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こ の 際 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ に は 燃 焼 室 ４ ３ か ら 流 入 し た 排 ガ ス が 背 面 上 端 に 流 動 さ れ た う え
で 再 び 前 面 下 端 に 流 動 で き る よ う 流 路 を 形 成 す る 排 ガ ス 案 内 部 材 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 排 ガ ス 案 内 部 材 は 上 部 案 内 板 ５ ４ と 下 部 案 内 板 ５ ６ と か ら な る が 、 前 記 下 部 案 内 板 ５
６ は 潜 熱 部 ４ ９ の 前 面 の 下 部 か ら 背 面 の 上 部 側 に 連 結 さ れ 折 り 曲 げ ら れ た 形 状 か ら な り 、
前 記 上 部 案 内 板 ５ ４ は 潜 熱 部 ４ ９ の 背 面 の 上 部 か ら 前 面 の 下 部 側 に 連 結 さ れ 折 り 曲 げ ら れ
た 形 状 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
す な わ ち 、 前 記 上 部 案 内 板 ５ ４ と 下 部 案 内 板 ５ ６ は 潜 熱 部 ４ ９ 内 で 対 称 を な す よ う 設 け ら
れ る が 、 排 ガ ス を 大 き い 抵 抗 な し で 案 内 で き る よ う 緩 や か な 曲 線 部 を な す こ と が 望 ま し く
、 前 述 し た よ う な 排 気 流 路 を 形 成 す る 範 囲 内 で 多 様 な 形 状 に 変 形 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 上 部 案 内 板 ５ ４ と 下 部 案 内 板 ５ ６ に よ り 形 成 さ れ た 排 気 流 路 に お い て 、 排 ガ ス が 背 面
上 端 か ら 前 面 下 端 に 案 内 さ れ る 流 路 上 に は 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
す な わ ち 前 記 上 部 案 内 板 ５ ４ と 下 部 案 内 板 ５ ６ の 内 部 に 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ が 設 け ら れ
る が 、 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ は 二 重 及 び 多 重 構 造 で 設 け ら れ 、 伝 熱 面 積 を 大 き く す る た め
に 傾 け て 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 際 、 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ の パ イ プ の う ち 任 意 の 一 つ は 暖 房 水 流 入 管 ７ ２ と 連 結 さ れ
、 他 の 一 つ は 顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ に は 排 ガ ス か ら 熱 交 換 さ れ る 過 程 に お い て 凝 縮 水 が 生 成 さ
れ る が 、 前 記 凝 縮 水 は 前 記 下 部 案 内 板 ５ ６ の 上 側 面 に 落 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
従 っ て 、 前 記 下 部 案 内 板 ５ ６ の 上 側 面 の 一 側 に は 凝 縮 水 を 凝 縮 水 排 出 管 ７ ０ に 排 出 す る 凝
縮 水 排 出 口 ６ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 際 、 前 記 下 部 案 内 板 ５ ６ の 上 側 面 は 一 方 に 傾 け て 配 さ れ 、 そ の 上 に 落 下 す る 凝 縮 水 が
一 方 に 集 水 で き る よ う に し 、 傾 斜 部 分 の 底 面 に 前 記 凝 縮 水 排 出 口 ６ ０ が 形 成 さ れ る の が 望
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ の 外 壁 と 上 部 案 内 板 ５ ４ 及 び 下 部 案 内 板 ５ ６ は 、 排 ガ ス が 流 動 し
な が ら 直 接 に 接 触 す る 部 分 で あ っ て 、 空 気 層 に よ る 保 温 効 果 で 熱 損 失 を 防 ぐ た め に そ の 内
部 に 空 気 層 を 有 す る 二 重 構 造 よ り な る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 前 記 顕 熱 部 ４ ６ の 顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５ は 熱 交 換 率 を 上 げ る た め に 銅 材 質 や ア ル ミ ニ ウ
ム 材 質 の パ イ プ を 転 造 加 工 し て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ の 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ は 、 凝 縮 水 に よ る 腐 食 を 防 止 す る た め に 内 部
は 銅 材 質 の パ イ プ に し 、 外 部 は ア ル ミ ニ ウ ム 材 質 の パ イ プ を 転 造 加 工 し て 使 用 す る こ と が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 下 、 本 発 明 の 作 用 及 び 効 果 を 詳 述 す る 。
前 述 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー
は 、 バ ー ナ ー ４ ０ が 燃 焼 し て 熱 を 発 生 さ せ る バ ー ナ ー 部 ４ １ と 、 前 記 バ ー ナ ー 部 ４ １ の 上
部 に 形 成 さ れ る 燃 焼 室 ４ ３ か ら 発 生 す る 熱 を 直 接 熱 交 換 す る 顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５ が 備 え ら れ
る 顕 熱 部 ４ ６ と 、 前 記 顕 熱 部 ４ ６ を 通 過 し た 排 ガ ス 熱 を 吸 収 す る 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ の 備 え
ら れ る 潜 熱 部 ４ ９ と が 垂 直 方 向 に 積 層 さ れ て 一 体 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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そ し て 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ 内 に 排 ガ ス が 背 面 の 一 カ 所 に 集 ま っ た 後 前 面 に 流 動 す る よ う 案 内
す る 下 部 案 内 板 ５ ６ と 上 部 案 内 板 ５ ４ が 設 け ら れ 、 前 記 排 ガ ス が 背 面 か ら 前 面 に 案 内 さ れ
る 流 路 上 に 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ が 備 え ら れ 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ の 上 端 に 排 ガ ス を 外 部 に 排 出 す
る 排 気 口 ５ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 前 記 下 部 案 内 板 ５ ６ の 一 側 に は 集 水 さ れ る 凝 縮 水 を 排 出 す る た め の 凝 縮 水 排 出 口 ６
０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 状 態 で 、 前 記 バ ー ナ ー 部 ４ １ の バ ー ナ ー ４ ０ が 稼 働 さ れ る と 、 燃 焼
室 ４ ３ で 燃 焼 し て 熱 を 発 生 さ せ 、 前 記 燃 焼 室 ４ ３ の 上 部 に 備 え ら れ た 顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５ に
直 接 に 熱 が 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
前 記 顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５ を 通 過 し た 排 ガ ス は そ の 上 部 に 位 置 し た 潜 熱 部 ４ ９ に 流 入 さ れ る が
、 前 記 排 ガ ス は 潜 熱 部 ４ ９ 内 で 排 ガ ス 案 内 部 材 、 す な わ ち 上 部 案 内 板 ５ ４ と 下 部 案 内 板 ５
６ に 沿 っ て 案 内 さ れ て 流 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
す な わ ち 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 燃 焼 室 ４ ３ か ら 潜 熱 部 ４ ９ 内 に 流 入 さ れ た 排 ガ ス は 下 部
案 内 板 ５ ６ に よ り 誘 導 さ れ 、 前 記 下 部 案 内 板 ５ ６ と 潜 熱 部 背 面 カ バ ー ５ １ と の 空 間 に 集 ま
っ て 上 昇 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ の 後 、 前 記 上 部 案 内 板 ５ ４ に よ り 誘 導 さ れ て 潜 熱 部 ４ ９ の 前 面 に 流 動 し な が ら 前 記 上 部
案 内 板 ５ ４ と 下 部 案 内 板 ５ ６ と の 間 に 設 け ら れ た 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ を 通 過 し て 熱 を 伝 達 し
た 後 、 上 部 案 内 板 ５ ４ と 潜 熱 部 前 面 カ バ ー ５ ０ と の 間 の 空 間 を 通 し て 上 部 に 誘 導 さ れ た 後
排 気 口 ５ ３ に 上 向 き 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 際 、 前 記 排 気 口 ５ ３ は 潜 熱 部 ４ ９ の 上 端 に 一 体 に 構 成 さ れ て い て 、 排 ガ ス を 案 内 す る
別 途 の 排 気 ダ ク ト を 必 要 と し な く な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
そ し て 、 潜 熱 部 ４ ９ 内 で 高 温 の 排 ガ ス が 背 面 の 一 カ 所 に 集 ま っ た う え で 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８
を 通 過 す る こ と に よ り 最 適 の 条 件 下 で 凝 縮 潜 熱 の 吸 収 が 可 能 に な り 、 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４
８ が 傾 け て 設 置 さ れ 伝 熱 面 積 が 大 き く な る こ と に よ っ て 熱 交 換 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ を 通 過 し た 低 温 の 排 ガ ス が 潜 熱 部 ４ ９ の 前 面 に 誘 導 さ れ 排 気
口 ５ ３ を 介 し て 排 出 さ れ る た め 、 潜 熱 部 前 面 カ バ ー ５ ０ の 温 度 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 過 程 に お い て 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ の 表 面 に 生 成 さ れ た 凝 縮 水 は 落 下 し て 傾 斜 し た 下
部 案 内 板 ５ ６ を 通 し て 底 面 に 移 動 し 、 前 記 下 部 案 内 板 ５ ６ の 一 側 に 形 成 さ れ た 凝 縮 水 排 出
口 ６ ０ に 誘 導 さ れ 、 凝 縮 水 排 出 管 ７ ０ を 介 し て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
前 述 し た 熱 伝 達 過 程 を 利 用 す る 暖 房 水 の 循 環 を 見 れ ば 、 暖 房 を 行 な っ て 冷 め た 暖 房 水 が 暖
房 水 流 入 管 ７ ２ を 介 し て 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ に 流 入 し て 各 パ イ プ を 順 次 に 移 動 し な が ら 排 ガ
ス の 熱 を 吸 収 し て 熱 交 換 し な が ら 予 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
前 記 過 程 を 経 て 熱 を 吸 収 し た 暖 房 水 は 、 連 結 管 ７ ５ を 介 し て 燃 焼 室 ４ ３ の 上 部 に 位 置 し た
顕 熱 熱 交 換 器 ４ ５ に 流 入 し 、 燃 焼 熱 を 直 接 吸 収 し て 暖 房 水 排 出 管 ７ ４ に 排 出 さ れ 、 暖 房 し
よ う と す る 空 間 を 暖 房 さ せ 、 再 び 暖 房 水 流 入 管 ７ ２ に 流 入 す る 過 程 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 で 前 記 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ は ３ 列 に 配 置 さ れ る も の を 例 示 及 び 図 示 し た が 、 本 発 明 の 技
術 的 思 想 は こ れ に 限 ら ず 、 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ が 種 々 の 多 重 構 造 で な さ れ う る こ と は 当 然 で
あ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
そ し て 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ の 上 端 に 排 気 口 ５ ３ が 形 成 さ れ 排 ガ ス を 排 出 す る た め の 別 途 の 排
気 ダ ク ト を 必 要 と し な い た め 、 製 品 の サ イ ズ を 縮 小 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 前 記 潜 熱 部 ４ ９ の 潜 熱 熱 交 換 器 ４ ８ の 内 部 は 熱 伝 達 率 の 良 好 な 銅 材 質 の パ イ プ か ら
な り 、 外 部 は ア ル ミ ニ ウ ム 材 質 の パ イ プ か ら な る こ と か ら 、 凝 縮 水 が 銅 管 に 接 触 し て 腐 食
す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た 通 り 、 本 発 明 に 係 る 上 向 燃 焼 に よ る 凝 縮 潜 熱 回 収 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー
に よ れ ば 、 燃 焼 室 と 垂 直 方 向 に 同 一 面 積 内 に 潜 熱 熱 交 換 器 が 配 置 さ れ る よ う に し 、 潜 熱 部
内 に 排 ガ ス が 背 面 の 一 カ 所 に 集 ま っ た う え で 潜 熱 熱 交 換 器 を 通 過 で き る よ う 排 ガ ス 案 内 部
材 を 設 け 、 潜 熱 熱 交 換 器 を 傾 け て 設 置 し て 最 適 の 条 件 で 潜 熱 熱 交 換 器 で 凝 縮 潜 熱 の 再 吸 収
が な さ れ 得 る よ う に す る こ と に よ り 、 熱 交 換 効 率 が 向 上 し 、 製 品 の 軽 量 化 及 び コ ン パ ク ト
化 の 実 現 が 可 能 で あ り 、 耐 食 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 下 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー を 概 略 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー を 概 略 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 上 向 燃 焼 式 コ ン デ ン シ ン グ ガ ス ボ イ ラ ー の 潜 熱 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
４ １ 　 バ ー ナ ー 部
４ ３ 　 燃 焼 室
４ ５ 　 顕 熱 熱 交 換 器
４ ６ 　 顕 熱 部
４ ８ 　 潜 熱 熱 交 換 器
４ ９ 　 潜 熱 部
５ ０ 　 潜 熱 部 前 面 カ バ ー
５ １ 　 潜 熱 部 背 面 カ バ ー
５ ３ 　 排 気 口
５ ４ 　 上 部 案 内 板
５ ６ 　 下 部 案 内 板
６ ０ 　 凝 縮 水 排 出 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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